
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

当日タイムスケジュール 

⌚15：00-15：45 

講演①「能登半島地震活動報告」 演者：黒木副院長 

講演②「東日本大震災活動報告」 演者：阿部看護師 

講演③「熊本地震活動報告」    演者：後藤看護師 

⌚15：45-16：45 

病院内見学ツアー 

①屋上ヘリポート    説明者：阿部看護師 

②救急車         説明者：竹野看護師 

③ＤＭＡＴ装備の部屋 説明者：黒木副院長、後藤看護師 

⌚16：45-17：00 

   質問コーナー・閉会あいさつ 

 VOL.7 

令和 7年 8月 

地域医療連携室レター 

佐方市民センター企画 キキカン season2 

「JA 広島総合病院で DMAT のお話を聞こう」開催 

           可能になりました 
７
月
３
０
日
（
水
）
、
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病

院
に
て
「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
お
話
を
聞
こ
う
」
と

題
し
た
講
演
会
と
病
院
見
学
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
佐
方
市
民
セ
ン
タ
ー
の

呼
び
か
け
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
地

域
住
民
を
対
象
に
、
災
害
時
に
医
療
支
援

を
行
う
「Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
」
の
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
未
就
学
児
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
代
の
２
３
名
が
参
加
。
実
際
に
災

害
現
場
で
活
動
さ
れ
た
医
師
や
看
護
師
の

方
々
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
能
登
半
島

地
震
や
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
で
の

リ
ア
ル
な
体
験
談
に
、
会
場
は
真
剣
な
空

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

講
演
後
に
は
、
屋
上
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
救

急
車
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
装
備
室
と
い
っ
た
、
普

段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
病
院
内
の
見

学
ツ
ア
ー
も
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
多
く
の

驚
き
や
関
心
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
も
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
医
療

へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
将
来
は
医
者
に
な
り
た
い
！
」
「
救
急
車
が

か
っ
こ
よ
か
っ
た
！
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、

夢
が
ふ
く
ら
む
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。 参

加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
か
ら
は
、
「
子
ど

も
が
小
さ
い
頃
に
総
合
病
院
に
助
け
て
も

ら
っ
た
。
今
日
は
お
礼
が
言
え
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
感
動
的
な
声
も
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
地
域
の
防

災
意
識
や
医
療
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
る

と
と
も
に
、
住
民
と
病
院
と
の
つ
な
が
り
を

深
め
る
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
こ
う
し
た
交
流
の
機
会
が
広
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
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JA 広島総合病院 地域医療連携室                 TEL：0829-36-3111（代） 

〒738-8503 廿日市市地御前 1 丁目 3-3          FAX：0829-36-3160 

本物の救急車に大接近！みなさん興味

津々で、車内の機器やストレッチャーを見

ていただきました。実際にストレッチャー

に横になってもらう体験も！ 

DMAT 車両と

しても活動可能 

南棟の屋上にあるヘリポートに到着！見晴らしバツ

グンの景色に、子どもたちも「すごーい！」と大はしゃ

ぎ♪ 

命をつなぐドクターヘリの発着点、空からの救命現場

を近くで見ていただきました。 

我々病院スタッフも、なかなか来れる場所ではありま

せん！ 

救急チームのバックの中には、命を守るアイテムがぎ

っしり！ 

子どもたちは「これは何に使うの？」と目をキラキラ

させながら、プロの道具に興味津々。 

知らなかった“医療のひみつ”に、みなさんの好奇心

が止まりません♪ 

子どもたちや地域の皆さんからの素朴な疑問に、

DMAT 隊員がやさしく丁寧にお答えしました♪ 

子どもたちが、たくさん質問してくれました！ 

DMAT 隊員と

記念撮影！ 


